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上間っ子

１学期後半開始全校朝会
がっ き こうはんかい し ぜんこうちょうかい

－やる気が出ない上間っ子へ－
き で うえ ま こ

長い夏休みが終わって今日から一学期後半が始まります。
なが なつやす お き ょ う いちがっ き こうはん はじ

そうは言っても、リズムがすっかり休日モードになってしま
い きゅうじつ

い、やる気が出ないものです。
き で

脳科学では「やる気」は「迎え撃つもの」であることが証明
のう か がく き むか う しょうめい

されています。「やる気」は「やる」ことによって、やってい
き

るうちに起こってくるもので、それが出てくるまでじっと待つというのはナンセンスです。
お で ま

そこで、本日８月２８日（月）、１学期後半開始全校朝会はこんな話をしました。
ほんじつ がつ にち げつ がっ き こうはんかい し ぜんこうちょうかい はなし

上間っ子のみなさん、夏休みは楽しかったですか。やりたいこといっぱいの夏休みになりま
うえ ま こ なつやす たの なつやす

したか。きっと、たくさんの思い出ができたことでしょうね。
おも で

さて、夏休みが終わって、やる気は出てきましたか。もしかしたら、やる気が出ない上間っ子
なつやす お き で き で うえ ま こ

がいるかもしれません。それで、やる気が出ない上間っ子にお話をします。
き で うえ ま こ はなし

ひと月以上も夏休みがありました。だから、やる気が出ないのは、しかたがないかもしれま
つき い じょう なつやす き で

せん。「学校がはじまった」ことはわかっているけれど、体と気持ちがなまけて動かないので
がっこう からだ き も うご

すね。でも、よく考えたら「やる気」「やる気」といっているうちは、何ひとつ解決しません。
かんが き き なに かいけつ

そこで、「やる気」の「気」の字をとりのぞいて、
き き じ

「やる！」とさけんで、動きます。こうしないと、
うご

いつまでたってもダラダラしたままになります。

やる気を出すには、まず、「やる」ことです。
き だ

つまり、行動をおこすことです。やっているうちに、
こうどう

あとから「気」の字がついてきて、「やる気」がはじ
き じ き

めて生まれます。待っていても「やる気」は天から降
う ま き てん ふ

ってはきません。

「そうはいっても、ダラダラ気分はぬけだせないよ」。
き ぶん

と声が聞こえてきます。その気持ちもわかります。
こえ き き も

では、ルールを決めましょう。一回、「パン！」と手
き いっかい て

をたたく。その音がしたら、どんな小さなことでもいいから始めます。
おと ちい はじ

例えば、「パジャマをきがえる」、「かおをあらう」、「歯をみがく」、「えんぴつをけずる」、「た
たと は

いそうをする」、「問題を１問だけとく」、「宿題をする」、「明日の準備をする」など。
もんだい もん しゅくだい あ す じゅん び

「パン！」という音でダラダラ気分を終わりにしましょう。そして、小さな「やる」を始め
おと き ぶん お ちい はじ

てみましょう。

一つ始めれば、つぎの「やる」が見えてきます。やりつづけると、ふしぎに体のだるさがき
ひと はじ み からだ

えます。

約束しましょう。やる気が出ないとき、「パン！」と手をたたきましょう。そして、小さな「や
やくそく き で て ちい

る」を始めましょう。校長先生もやります。いっしょに「パン！」
はじ こうちょうせんせい

－学校教育目標－

よく学び 心豊かで

たくましい上間っ子

（１）よく考え進んで学ぶ子

（２）明るく思いやりのある子

（３）ねばり強くたくましい子
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